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成

考
釈
編　

前
言

こ
れ
ま
で
伝
錦
小
路
本
『
古
文
孝
経
』（
以
下
、
錦
小
路
本
と
称
す
）

と
日
本
旧
抄
本
早
期
三
種
（
猿
投
本
、
三
千
院
本
、
弘
安
本
）
と
の
隷
古

定
文
、
異
体
字
、
俗
字
に
つ
い
て
各
章
ご
と
に
比
較
、
考
証
し
て
き
た

（
１
）

。

今
回
、
本
稿
で
は
、
胆
沢
城
遺
跡
出
土
漆
紙
文
書
、
多
賀
城
遺
跡
出
土
漆

紙
文
書
の
『
古
文
孝
経
』
残
簡
並
び
に
日
本
早
期
旧
抄
本
『
古
文
孝
経
』

の
鈔
本
三
種
と
戦
国
期
か
ら
近
世
初
め
の
書
写
と
思
わ
れ
る
伝
錦
小
路
本

と
を
字
形
の
比
較
を
行
い
、
錦
小
路
本
の
字
形
の
特
徴
を
論
じ
て
ゆ
く
こ

と
と
し
た
い
。
ま
た
併
せ
て
、
鈔
写
を
重
ね
て
も
原
姿
を
留
め
た
字
形
に

つ
い
て
、
日
本
に
請
来
さ
れ
た
隋
唐
祖
本
の
年
代
推
定
な
ど
に
も
論
を
及

ぼ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、

（
１
）　

隷
古
定
字
の
字
形
の
検
討

（
２
）　

隋
唐
の
俗
字
使
用
を
伝
承
し
て
い
る
も
の

（
３
）　

伝
錦
小
路
本
に
見
ら
れ
る
字
形
の
特
徴

の
三
つ
の
観
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

第
一
章　

隷
古
定
字
の
使
用
状
況
と
字
形
の
検
討

　

錦
小
路
本
の
隷
古
定
字
の
使
用
状
況
が
、
日
本
早
期
旧
鈔
本
『
古
文
孝

経
』
三
種
（
猿
投
本
、
三
千
院
本
、
弘
安
本
）
の
い
ず
れ
の
抄
本
と
親
和

性
を
持
つ
か
調
査
し
た
が
、
一
致
率
は
お
お
む
ね
八
割
で
、
文
字
の
異
同

を
含
め
強
い
親
和
性
を
持
つ
も
の
は
な
か
っ
た
（
別
表
１
参
照
）。

本
章
で
は
、
錦
小
路
本
の
隷
古
定
字
に
関
す
る
字
形
上
幾
つ
か
の
特
徴

を
論
じ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

１―

（
１
）　

「
徳
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

　

『
古
文
孝
経
』
常
用
の
「
徳
」
字
の
隷
古
定
字
。『
説
文
解
字
』
で
は
「
今
、

徳
と
通
用
す
」
あ
る
た
め
、『
古
文
孝
経
』
の
古
文
を
疑
う
立
場
か
ら
は
、

こ
の
「
徳
」
字
を
『
説
文
解
字
』
を
参
考
に
し
て
作
為
的
に
書
き
換
え
た

も
の
だ
と
す
る
。
そ
の
主
張
を
覆
す
根
拠
は
な
い
が
、
敦
煌
本
、
日
本
旧

鈔
本
の
『
古
文
尚
書
』
も
同
じ
く
こ
の
古
文
形
を
使
用
し
て
い
る
の
は
有
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名
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
歴
代
こ
の
字
体
の
使
用

例
で
あ
る
。
隷
書
体
で
は
、
東
漢
・
景
君
碑
陽
に
用
例
が
あ
り
、
隋
・
申

穆
及
妻
墓
誌
、
唐
・
楊
孝
恭
碑
な
ど
隋
唐
時
代
に
頻
出
し
、
楷
書
形
で
も
、

北
魏
か
ら
出
現
し
隋
・
張
壽
墓
誌
、
唐
・
王
感
墓
誌
に
用
例
が
あ
り
、
唐

初
の
篆
書
体
の
集
大
成
で
あ
る
唐
・
碧
落
碑
に
も
見
え
る
。
こ
の
使
用
例

は
、
劉
炫
の
『
古
文
孝
経
』
再
編
集
本
の
時
代
に
当
た
り
、（
１
）
隋
唐

期
で
、「
徳
」
字
の
古
文
意
識
で
こ
の
隷
古
定
字
を
用
い
た
（
劉
炫
偽
作
）

の
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
が
、（
２
）
北
魏
〜
隋
代
の
別
体
古
文
の
盛
行
の

現
象
を
承
け
て
、
劉
炫
が
尚
古
意
識
に
基
づ
く
復
元
再
編
集
の
可
能
性
も

指
摘
し
得
る
。
敦
煌
出
土
『
正
名
要
録
』「
古
而
典
者
居
上
」（
５
９
１
頁
）

と
し
て
近
似
形
を
載
せ
当
時
の
正
字
意
識
も
そ
の
証
左
と
な
ろ
う
。

さ
て
、
錦
小
路
本
の
隷
古
定
字
「
徳
」
の
字
形
は
三
千
院
本
と
同
じ
で
、

敦
煌
本
『
古
文
尚
書
』
と
同
じ
字
形
で
あ
る
。
猿
投
本
、
弘
安
本
は
「
目
」

を
省
画
し
て
「
日
」
に
し
た
も
の
。
構
成
部
件
の
「
目
」
が
「
日
」
に
省

画
す
る
の
は
、
当
時
、
常
に
見
ら
れ
る
現
象
で
、
中
国
か
ら
渡
来
し
た
際

の
隋
唐
写
本
の
俗
字
形
が
自
然
に
そ
の
ま
ま
伝
写
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し

よ
う
。

１―

（
２
）　

「
以
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

こ
の
「
以
」
字
も
旧
来
隷
古
定
字
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
敦
煌
本
、

日
本
旧
鈔
本
『
古
文
尚
書
』
に
も
頻
出
す
る
。
こ
の
字
形
が
「
以
」
の
古

字
と
意
識
さ
れ
た
の
は
、
篆
文
に
基
づ
い
た
古
い
形
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
る
に
『
古
文
孝
経
』、『
古
文
尚
書
』
で
は
「
以
」
の
も
う
一
つ

の
別
体
字
「
ロ
＋
人
」
も
古
文
と
混
用
さ
れ
る
。
そ
の
混
用
、
混
在
に
つ

い
て
原
因
は
不
明
で
あ
る
。
錦
小
路
本
に
お
い
て
も
こ
の
混
用
が
認
め
ら

れ
る
（
三
才
章
第
八
な
ど
）。

１―

（
３
）　

「
訓
」　

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

三
体
石
経
に
あ
る
こ
と
か
ら
、『
古
文
尚
書
』
や
『
古
文
孝
経
』
再
編

集
の
際
に
も
こ
の
字
形
が
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
汗
簡
』
に
も

こ
の
字
形
を
載
せ
る

（
２
）

。
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１―

（
４
）　

「
「
上
」「
下
」
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

敦
煌
本
『
古
文
尚
書
』
に
も
現
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
『
説
文
解
字
』

を
参
考
に
書
き
換
え
た
も
の
で
は
な
く
、
隋
唐
写
本
を
そ
の
ま
ま
伝
承
し

た
字
形
と
見
て
差
し
支
え
な
い
。

１―

（
５
）　

「
敢
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

『
説
文
解
字
』
に
、
古
文
と
し
て
こ
の
字
形
の
祖
形
が
あ
る
。
錦
小
路

本
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
、
更
に
訛
譌
し
た
も
の
。
日
本
の
旧
抄
本
が
こ

の
省
画
し
た
訛
譌
字
を
用
い
、
敦
煌
出
土
の
Ｓ
７
９
９
『
古
文
尚
書
孔
氏

伝
』
に
も
こ
の
訛
譌
し
た
字
形
を
古
文
と
し
て
用
い
て
い
る
。
こ
の
Ｓ

７
９
９
残
巻
は
７
世
紀
の
写
本
と
さ
れ
る

（
３
）

。
し
た
が
っ
て
、
天
宝
改
字
以

前
の
隷
古
定
字
を
使
用
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
隋
唐
期
の
あ
る
時

期
ま
で
は
、『
古
文
尚
書
』
の
み
な
ら
ず
『
古
文
孝
経
』
に
お
い
て
も
こ

の
古
文
「
敢
」
字
を
用
い
て
い
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
確

実
で
あ
る
。

１―

（
６
）　

「
揚
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

碧
落
碑

Ｓ
７
９
９

第
１
章
注
（
21
）
で
考
証
し
た
よ
う
に
、『
説
文
解
字
』
に
「
揚
」
の

古
文
と
し
て
こ
の
字
形
の
祖
形
が
あ
る
。
段
玉
栽
は
漢
碑
な
ど
の
例
を
引

き
、
漢
代
に
は
通
行
し
て
い
た
と
見
る
が
、
歴
代
碑
誌
類
に
は
実
際
の
用

例
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唐
・
碧
落
碑
（
篆
書
）、
唐
・
腹
抱
寺
碑
（
隷
書
）、

唐
・
張
軫
墓
誌
（
楷
書
）
と
、
い
ず
れ
も
唐
代
碑
誌
に
盛
ん
に
こ
の
字
形

を
用
い
る
こ
と
か
ら
、
唐
代
に
尚
古
的
意
識
か
ら
再
使
用
さ
れ
、
隷
古
定

字
を
異
体
字
に
使
用
し
た
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
敦
煌
出

土
Ｓ
７
９
９
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
も
こ
の
隷
古
字
を
使
用
し
て
い
る
。

錦
小
路
本
、
猿
投
本
な
ど
日
本
鈔
本
も
隋
唐
代
の
『
古
文
孝
経
』
を
祖
本

に
伝
写
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
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１―

（
７
）　

「
始
」

錦
小
路
本

古
文
四
声
韻

隋
・
王
弘
墓
誌

汗
簡

胆
沢
城

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

「
始
」
の
隷
古
定
字
。『
古
文
四
声
韻
』
に
引
く
『
古
文
尚
書
』、『
古
文

孝
経
』
も
こ
の
字
形
で
あ
り
、
篆
文
と
隷
定
の
関
係
は
徐
在
国
氏
の
考
証

（
４
）

に
詳
し
い
。
隋
・
王
弘
墓
誌
の
「
乨
」
も
こ
の
隷
古
定
字
の
訛
字
用
法
。

図
版
の
よ
う
に
、『
汗
簡
』
に
引
く
『
古
文
尚
書
』
に
も
用
例
が
あ
り
、
黄

錫
全
氏
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
三
体
石
経
の
禹
貢
残
石
に
祖
形
と
な
る
篆
文

が
あ
る
と
い
う

（
５
）

。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
唐
宋
代
ご
ろ
は
、
テ
キ
ス
ト
に
よ
っ

て
は
、「

」
と
「
乨
」
の
二
字
形
が
『
古
文
孝
経
』
で
通
行
し
て
い
た
こ

と
が
想
像
さ
れ
、
そ
の
中
の
一
つ
の
字
形
が
日
本
旧
鈔
本
に
伝
え
ら
れ
た

こ
と
と
な
る
。

１―

（
８
）　

「
終
」

錦
小
路
本

胆
沢
城

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

「
終
」
の
隷
古
定
字
。
錦
小
路
本
は
三
千
院
本
と
字
形
が
同
じ
で
あ
る

が
、
猿
投
本
、
弘
安
本
は
「
自
」
を
省
画
し
た
字
形
で
、
１―

１
「
徳
」

字
で
見
た
の
と
同
じ
現
象
。
日
本
の
旧
抄
本
『
古
文
尚
書
』
に
つ
い
て
は
、

小
林
信
明
『
古
文
尚
書
の
研
究
』（
昭
和
三
十
四
年
、
九
三
頁
」
に
同
じ

字
形
の
も
の
や
、
同
系
の
も
の
十
数
種
の
使
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
徐

在
国
氏
の
考
証

（
６
）

並
び
に
、
黄
錫
全
氏
の
考
証

（
７
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、『
説
文
解

字
』
に
古
文
と
す
る
篆
文
の
祖
形
が
あ
り
、
そ
れ
を
隷
定
し
た
も
の
が
『
古

文
尚
書
』
に
用
い
ら
れ
る
「
終
」
字
で
あ
る
。
日
本
旧
鈔
本
『
古
文
孝
経
』

の
「
終
」
字
が
胆
沢
城
漆
紙
文
書
、
猿
投
本
に
す
で
に
出
現
し
て
て
い
る

こ
と
か
ら
、
隋
唐
写
本
の
日
本
伝
来
当
初
に
已
に
存
在
し
た
（
日
本
で
の

訛
譌
で
は
な
く
）
字
形
が
伝
承
さ
れ
て
き
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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１―

９　

「
其
」

錦
小
路
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

猿
投
本

三
千
院
本

日
本
旧
鈔
本
『
古
文
尚
書
』
に
も
頻
出
の
隷
古
定
字
で
あ
る
。
江
戸
時

代
、
早
川
は
「
基
」
な
ど
の
古
字
か
ら
、
こ
の
古
体
が
あ
っ
た
と
考
証
し
、

黄
錫
全
氏
も
「
基
」
が
「
其
」
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る

（
８
）

。
歴
代

碑
誌
類
で
は
漢
代
（
馬
王
堆
）
な
ど
に
こ
の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
途
中

途
絶
え
て
北
魏
〜
隋
時
代
に
ま
た
用
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、
錦
小
路
本
の
字
形
は
特
異
で
、
敦
煌
出
土
Ｓ
７
９
９
『
古
文
尚

書
』
の
字
形
が
も
と
と
な
り
、
そ
れ
に
「
一
」
字
を
増
画
し
、
更
に
筆
順

で
「
フ
」
と
訛
譌
し
て
も
の
か
。
中
央
に
縦
画
を
増
画
し
た
の
は
、
猿
投

本
等
の
ヲ
コ
ト
点
声
点
が
誤
っ
て
筆
画
化
し
た
も
の
か
と
推
測
さ
れ
る

が
、
錦
小
路
本
独
特
の
字
形
で
あ
る
。

１―

10　
「
海
」　

錦
小
路
本

古
文
四
声
韻

三
千
院
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

猿
投
本

「
海
」
字
を
「
毎
＋
水
」
に
作
る
の
は
猿
投
本
、
三
千
院
本
、
弘
安
本

と
も
同
じ
。『
汗
簡
』
に
も
こ
の
字
形
の
元
と
な
っ
た
篆
文
が
あ
り
、
黄

錫
全
氏
も
『
古
文
四
声
韻
』
を
引
き
つ
つ
異
体
発
生
を
考
証
し
て
い
る

（
９
）

。

ま
た
敦
煌
出
土
Ｓ
７
９
９
『
古
文
尚
書
』
に
も
用
例
が
あ
り
、
隋
唐
の
『
古

文
孝
経
』
が
こ
の
隷
古
定
字
を
用
い
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
で

あ
ろ
う
。

字
源
的
に
も
徐
在
国

）
10
（

氏
、
黄
錫
全
氏
の
言
う
通
り
、
古
く
に
淵
源
を
持

つ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
使
用
例
か
ら
見
る
と
分
章
編

第
２
章
注
（
９
）
で
述
べ
た
と
お
り
、
漢
魏
以
来
の
篆
書
体
で
は
例
を
見

な
い
が
、
隷
書
体
で
は
、
隋
代
に
突
然
現
れ
、
用
例
も
多
く
な
り
、
例
え

ば
、
隋
・
宋
仲
墓
誌
（
６
１
３
）、
趙
朗
墓
誌
（
６
１
３
）、
豆
盧
寔
墓
誌

銘
（
６
１
３
）
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
楷
書
体
で
は
、
北
魏
・
霊
山
寺
塔

銘
、
北
魏
・
石
婉
墓
誌
、
隋
・
陳
君
妻
王
墓
誌
、
唐
・
高
懲
墓
誌
と
北
魏

〜
隋
唐
に
用
例
が
見
ら
れ
る
。
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原
『
古
文
孝
経
』
か
ら
こ
の
「
海
」
の
隷
古
定
字
の
使
用
が
有
っ
た
と

断
定
し
て
も
よ
い
が
、（
１
）
劉
炫
の
『
古
文
孝
経
』
再
編
集
時
、
劉
炫

の
見
た
王
劭
献
呈
本
の
字
形
を
尚
古
意
識
か
ら
残
し
た
テ
キ
ス
ト
が
存
在

し
た
。（
２
）
或
い
は
『
古
文
孝
経
』
の
日
本
に
伝
来
し
た
祖
本
が
、
北

魏
〜
隋
唐
時
代
の
字
形
を
備
え
も
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
、
と
い
う
二
つ

の
可
能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。

敦
煌
本
『
古
文
尚
書
』
で
の
使
用
例
か
ら
、
こ
の
「
海
」
字
に
つ
い
て

は
、（
１
）
の
可
能
性
が
高
い
。

１―

11　
「
度
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

玉
篇
残
巻

正
名
要
録

『
説
文
解
字
』
の
「
宅
」
字
の
古
文
の
仮
借
か
ら
使
用
し
た
も
の
で
あ

る
）
11
（

。
錦
小
路
本
は
猿
投
本
と
同
じ
字
形
で
、
唐
代
の
「
宅
」
字
（
『
玉
篇
』

残
巻
、
中
華
書
局
本
４
５
８
頁
）
と
同
じ
く
訛
譌
の
俗
字
形
を
使
用
し
て

い
る
。
三
千
院
本
の
字
形
は
そ
の
点
を
省
画
し
た
も
の
で
敦
煌
出
土
に
用

例
が
あ
り
『
正
名
要
録
』
な
ど
で
は
点
の
な
い
こ
の
字
形
を
正
体
と
し
て

い
る
。

　

錦
小
路
本
が
猿
投
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
俗
字
を
伝
承
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

１―

12　
「
長
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

錦
小
路
本
は
、
猿
投
本
、
三
千
院
本
、
弘
安
本
な
ど
の
隷
古
定
字
を
増

画
し
た
別
体
。
錦
小
路
本
の
俗
字
を
用
い
る
抄
本
の
系
統
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
日
本
旧
抄
本
の
一
つ
で
あ
る
岩
崎
本
『
古
文
尚
書
』
に
は
、

こ
の
錦
小
路
本
と
同
形
の
も
の
が
見
ら
れ
る

）
12
（

。

１―

13　
「
時
」

錦
小
路
本

三
千
院
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

猿
投
本

『
説
文
解
字
』
に
収
め
る
「
時
」
字
の
古
文
を
隷
定
し
た
も
の
に
一
画

省
画
し
た
も
の
。
敦
煌
出
土
Ｓ
７
９
９
『
古
文
尚
書
』
も
こ
の
字
形
を
使

用
す
る
。
こ
の
ほ
か
碑
誌
類
で
は
、
三
国
魏
、
何
晏
墓
誌
（
２
４
９
頃
）

を
古
い
例
と
し
、
隋
・
張
伏
敬
墓
誌
、
唐
・
三
墳
記
陰
（
篆
書
）
な
ど
隋

唐
に
よ
く
見
ら
れ
る
字
形
。
篆
文
と
隷
古
定
字
の
諸
字
形
に
つ
い
て
は
徐

在
国
氏
の
考
証

）
13
（

に
詳
し
く
、「
時
」
と
は
別
系
統
と
し
て
先
泰
期
か
ら
存

在
し
た
古
文
。
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１―

14　
「
乱
」

錦
小
路
本

三
千
院
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

猿
投
本

諸
本
皆
な
こ
の
字
の
系
統
の
増
画
、
省
画
の
体
。
弘
安
本
の
み
通
行

の
「
乱
」
を
用
い
、
右
傍
に
「
○
、
古
乱
字
」
と
す
る
。
敦
煌
出
土
の
Ｓ

７
９
９
『
古
文
尚
書
』
も
こ
の
字
形
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
隷
古
定
字

同
様
、
隋
唐
期
の
『
古
文
孝
経
』
テ
キ
ス
ト
に
、
こ
の
「
時
」
字
の
隷
古

定
字
を
用
い
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
乱
」
の
隷
古
定

字
に
つ
い
て
第
９
章
注
（
24
）
で
論
じ
た
よ
う
に
、
１―

１
、
１―

９
と

同
様
、
時
代
的
に
は
使
用
が
途
絶
し
て
、
北
魏
〜
唐
代
に
各
種
碑
誌
類
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

１―

15　
「
五
」

錦
小
路
本

北
魏
・
胡
明
相
墓
誌

隋
・
高
緊
墓
誌

三
千
院
本

猿
投
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

隷
定
か
ら
さ
ら
に
楷
定
の
際
、
通
行
の
「
五
」
字
と
せ
ず
、
そ
れ
を

隋
代
の
『
古
文
孝
経
』
発
見
な
り
、
再
編
集
の
際
、
隷
古
定
字
と
し
て
尚

古
意
識
の
も
と
に
残
し
た
も
の
か
。
分
章
編
第
13
章
注
（
６
）
で
み
た
よ

う
に
、
歴
代
の
碑
誌
類
や
中
国
の
鈔
本
類
の
使
用
例
は
北
魏
、
隋
代
に
使

用
が
認
め
ら
れ
る
。
当
然
当
時
の
人
に
こ
の
字
形
の
使
用
に
尚
古
意
識
を

伴
っ
た
一
種
の
北
魏
・
隋
代
の
異
体
字
、
俗
字
の
類
と
み
て
良
い
の
で
は

な
い
か

）
14
（

（
『
敦
煌
俗
字
譜
』
に
も
こ
の
字
体
が
収
録
さ
れ
て
い
る
）。
い
ず

れ
に
し
ろ
、『
古
文
孝
経
』
伝
来
祖
本
の
書
写
年
代
を
示
す
好
個
の
例
だ
と

い
え
る
。

こ
の
「
五
」
字
は
日
本
で
は
長
ら
く
「
五
」
字
の
隷
古
定
字
と
し
て
「
古

文
」
性
を
証
明
す
る
存
在
に
思
わ
れ
、
錦
小
路
本
の
よ
う
な
戦
国
期
～
江

戸
初
期
ま
で
忠
実
に
字
形
を
伝
写
さ
れ
続
け
た
。
日
本
の
旧
鈔
本
の
強
い

伝
承
性
も
示
す
一
例
で
あ
る
。
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１―

16　
「
居
」

錦
小
路
本

隋
・
田
光
山
　

墓
誌汗

簡

唐
・
曹
恵
琳
墓
板

唐
・
沈
士
公
墓
誌

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

ｐ・2643

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

汗
簡

Ｓ
７
９
９

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

汗
簡

Ｓ
７
９
９

碧
落
碑

同
じ
紀
行
十
三
章
の
な
か
に
通
用
の
「
居
」
と
二
つ
の
字
体
を
用
い

る
。
分
章
編
第
13
章
注
（
８
）
で
考
証
し
た
が
、
当
時
は
「
立
」
に
作
る

方
が
、
古
字
の
意
識
が
あ
り
、『
正
名
要
録
』
で
も
「
古
而
典
者
」
と
す
る
。

隋
の
劉
炫
が
尚
古
意
識
で
『
古
文
孝
経
』
に
作
為
的
に
嵌
入
し
た
か
否
か

の
問
題
だ
が
、
北
宋
『
汗
簡
』
に
、「

」
字
に
「
処
古
孝
経
居
処
二
字

亦
異
説
文
」
と
あ
る
の
に
黄
錫
全
氏
が
補
訂
を
加
え
て
、
古
い
篆
書
体
の

「
居
」
使
う
古
文
孝
経
が
有
っ
た
と
い
う

）
15
（

。『
汗
簡
』
に
引
く
「
古
孝
経
」
は
、

テ
キ
ス
ト
的
に
は
、
日
本
の
旧
抄
本
と
は
別
系
統
で
あ
る
が
、
古
文
、
古

字
使
用
状
況
を
比
較
す
る
上
で
参
考
と
な
り
、
現
存
の
抄
本
『
古
文
孝
経
』

に
こ
の
古
文
が
共
通
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
劉
炫
再
編
集
以
前
か

ら
の
原
貌
を
残
す
も
の
と
す
る
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
難
く
な
い
。

一
方
、
後
世
に
伝
写
の
際
に
あ
る
書
写
者
に
よ
っ
て
古
文
意
識
か
ら
嵌

め
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
場
合
、
こ
の
字
体
の
使
用
状
況
を
見
て

み
る
必
要
が
あ
る
。
碑
誌
類
で
見
る
と
、
隋
・
田
光

墓
誌
（
６
１
２
）、

隋
・
呉
厳
墓
誌
に
用
例
が
あ
っ
た
。
唐
・
碧
落
碑
（
６
７
０
）
を
こ
の
字

形
を
用
い
て
い
る
。
敦
煌
Ｐ
２
６
４
３
『
古
文
尚
書
孔
氏
伝
』（
７
５
４
）

に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、
蔡
忠
霖
氏
の
分
期
で
第
３
期
つ
ま
り
７
０
５
〜

７
８
１
ご
ろ
の
文
献
で
あ
る

）
15
（

。
こ
の
文
字
の
俗
字
的
用
法
の
一
般
的
使
用

も
そ
れ
以
降
と
な
る
。

い
ず
れ
の
原
因
で
こ
の
「
居
」
字
を
使
用
し
て
い
る
か
判
断
を
こ
こ
で

は
留
保
す
る
が
、
日
本
で
の
古
文
へ
改
字
で
は
な
く
中
国
の
祖
本
か
ら
の

古
文
使
用
と
見
て
問
題
な
い
よ
う
で
あ
る
。

１―

17　
「
罪
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

汗
簡

Ｓ
７
９
９

敦
煌
出
土
Ｓ
７
９
９
『
古
文
尚
書
』
が
「
幸
」
に
二
本
増
画
し
て
お
り
、

錦
小
路
本
、
猿
投
本
と
同
じ
。『
正
名
要
録
』
に
「
古
而
典
者
」
に
挙
げ

て
い
る
の
は
三
千
院
本
と
同
形
。
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第
一
章　

小
結

　

こ
こ
ま
で
錦
小
路
本
に
使
用
さ
れ
る
隷
古
定
字
を
見
て
き
た
が
、
ほ
ぼ

猿
投
本
な
い
し
は
三
千
院
本
、
弘
安
本
で
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
を
使
用

し
て
お
り
、
字
形
の
違
い
が
あ
る
場
合
も
、
猿
投
本
、
三
千
院
本
、
弘
安

本
か
一
方
の
特
徴
に
偏
る
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
、「
長
」
字
の
増
画
を

し
た
字
形
を
使
用
す
る
点
は
日
本
旧
鈔
本
『
古
文
尚
書
』
に
用
例
が
あ
る

点
に
特
徴
が
あ
り
、
あ
る
い
は
、『
古
文
尚
書
』
を
参
考
に
隷
古
定
字
を

書
か
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

第
二
章　

錦
小
路
本
と
早
期
旧
鈔
本
三
種
の
異
体
字
・
俗
字
比
較

　

隷
古
定
字
、
異
体
字
、
俗
字
の
字
形
に
つ
い
て
早
期
旧
鈔
本
三
種
と
の

相
互
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
数
値
的
に
は
概
ね
八
割
ほ
ど
一
致
み
て
、
ど
の

抄
本
の
系
統
と
断
定
で
き
る
差
は
で
な
か
っ
た
。
相
互
に
色
々
な
異
体

字
、
俗
字
が
混
用
さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
（
付
表
１
）。
分
掌
編
で
は

錦
小
路
本
に
残
さ
れ
て
い
る
異
体
字
・
俗
字
を
早
期
抄
本
三
種
と
比
較
対

照
し
た
。
本
章
で
は
伝
写
を
繰
り
返
し
て
も
な
お
隋
唐
時
代
の
字
形
を
留

め
る
そ
の
伝
承
性
の
強
さ
を
よ
く
示
す
も
の
、
ひ
い
て
は
伝
来
の
時
期
な

り
隋
唐
の
祖
本
の
原
姿
を
留
め
て
い
る
特
徴
的
な
も
の
幾
つ
か
を
見
て
い

く
こ
と
と
し
た
い
。

２―

１　

「
怨
」

錦
小
路
本

汗
簡

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

Ｓ
７
９
９

錦
小
路
本
（
第
１
章
注
（
12
）
）
の
よ
う
に
「
怨
」
が
魏
・
元
恭
墓
誌

で
す
で
に
「
夕
」
の
上
が
伸
び
て
「
死
」
字
化
し
て
ゆ
く
が
「
ヒ
」
部
件

は
「
巳
」
の
形
を
保
っ
て
い
る
。
完
全
に
「
死
＋
心
」
に
作
る
の
は
、
蔡

忠
霖
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
敦
煌
文
書
、
天
宝
一
〇
（
７
５
１
）
年
の
年

号
を
も
つ
Ｓ
６
４
５
３
『
老
子
道
徳
経
』
に
使
用
例

）
16
（

が
あ
り
、
Ｓ
７
９
９

『
古
文
尚
書
』
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
碑
誌
類
で
も
唐
・
樊

墓
誌
に

見
ら
れ
る
。
錦
小
路
本
や
弘
安
本
の
字
形
を
隋
唐
時
代
の
訛
譌
の
俗
字
と

み
る
か
、『
説
文
解
字
』
に
あ
る
「
怨
」
の
古
文
に
淵
源
を
持
つ
字
形
と

考
え
る
か
考
察
し
て
お
く
と
、
黄
錫
全
氏
が
『
汗
簡
注
釈
』
の
「
怨
見
尚

書
説
文
」
に
注
し
て
、『
古
文
四
声
韻
』
に
引
く
「
古
孝
経
」
の
篆
文
と

比
べ
て
同
定
し
て
い
る

）
17
（

。
と
す
れ
ば
『
古
文
孝
経
』
に
出
現
す
る
場
合
、

隋
唐
時
代
の
俗
字
的
使
用
法
と
ば
か
り
は
言
え
な
い
原
『
古
文
孝
経
』
以

来
の
隷
古
定
字
用
法
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
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し
か
し
、
日
本
旧
鈔
本
『
古
文
孝
経
』
の
「
死
＋
心
」
の
例
は
、
敦
煌

写
本
な
ど
で
「
死
＋
心
」
の
字
形
が
頻
出
し
、
む
し
ろ
「
怨
」
の
方
が
な

じ
み
の
薄
い
「
生
僻
字
」
で
、
近
似
形
の
「
死
」
に
変
え
た
も
の
が
一
般

的
に
使
わ
れ
た
と
す
る
張
湧
泉
の
説

）
18
（

に
従
い
、
ひ
と
ま
ず
隋
唐
の
俗
字
使

用
の
例
と
し
て
考
え
る

）
19
（

。

『
説
文
解
字
』
の
古
文
に
淵
源
を
持
つ
に
し
ろ
、
隋
唐
時
代
の
俗
字
的

用
法
の
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
怨
」
字
は
、
隋
唐
祖
本
『
古
文
孝
経
』
か
ら

日
本
の
旧
鈔
本
『
古
文
孝
経
』
に
伝
写
さ
れ
、
歴
代
こ
の
俗
字
を
錦
小
路

本
の
よ
う
な
戦
国
〜
近
世
の
抄
本
ま
で
「
正
字
」
に
改
め
る
こ
と
な
く
伝

承
さ
れ
た
好
例
で
あ
る
。

２―

２　

「
席
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

　

席
の
な
か
を
帶
字
の
よ
う
に
四
本
の
線
で
示
す
の
は
、
北
魏
・
僧
静
明

造
像
、
隋
・
爾
朱
端
墓
誌
、
唐
代
・
呂
氏
墓
誌
と
北
魏
〜
唐
代
に
か
け
て

見
ら
れ
る
。『
顔
氏
家
訓
』
書
証
篇
で
「
席
」
に
「
帯
」
を
加
え
る
の
を
俗

字
と
し
て
お
り
、
九
経
石
経
、
石
台
孝
経
で
は
、「
席
」
字
に
改
め
て
い
る
。

錦
小
路
本
が
こ
の
「
帯
」
を
加
え
た
字
形
を
も
ち
い
る
の
は
、
猿
投
本
、

弘
安
本
な
ど
旧
抄
本
『
古
文
孝
経
』
の
伝
写
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
温
存
さ

れ
た
例
で
あ
る
。
ま
た
、
祖
本
伝
来
が
、
隋
唐
時
代
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

２―

３　

「
稷
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

錦
小
路
本
、
猿
投
本
が
「
禾
」
を
「
示
」
に
作
る
の
は
、『
説
文
解
字
』

に
は
「
稷
」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、『
集
韻
』
な
ど
は
単
に
通
仮
字

と
す
る
が
、
徐
在
国
氏
は
、
こ
れ
を
異
体
字
と
し
、
戦
国
文
字
の
出
現

例
で
は
「
示
」
に
作
る
も
の
が
20
例
、「
禾
」
に
作
る
も
の
が
４
例
と
し
、

そ
の
理
由
を
考
察
し
て
い
る

）
20
（

。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、『
古
文
孝
経
』
が
中
国
か
ら
伝
来
し
た
当
初
か

ら
こ
の
異
体
字
を
用
い
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
も
猿
投
本
か
ら
さ
ら
に

は
錦
小
路
本
ま
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
俗
字
と
推
断
で
き
よ
う
。

２―

４　

「
兼
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

分
章
篇
第
5
章
注
（
１
）
に
も
説
い
た
が
、
錦
小
路
本
や
猿
投
本
、
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三
千
院
本
、
弘
安
本
が
「
人
＋
人
」
に
す
る
の
は
、
唐
・
李
智
墓
誌

（
６
５
３
）、
唐
・
楊
孝
直
墓
誌
（
８
３
５
）
の
唐
代
使
用
例
に
照
ら
し
、

当
時
の
俗
字
の
特
徴
を
よ
く
遺
し
て
い
る
例
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
字
に
似

た
「
庶
」
字
も
併
せ
て
み
て
み
る
と
、

２―

５　

「
庶
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

胆
沢
城

と
や
は
り
皆
「
人
＋
人
」
に
作
る
。「
庶
」
字
に
つ
い
て
は
、
碑
誌
類

の
用
例
は
、
早
く
は
北
斉
に
現
れ
、
隋
代
に
盛
ん
に
行
わ
れ
、
且
つ
「
十

　

十
」
に
作
る
の
は
隋
代
に
多
い
。
隋
唐
写
本
が
ほ
ぼ
原
形
を
保
ち
な
が

ら
伝
写
を
繰
り
返
し
戦
国
時
代
〜
近
世
初
期
の
錦
小
路
本
ま
で
ほ
ぼ
字
形

を
伝
え
て
い
る
例
と
い
え
よ
う
。

２―

６　

「
養
」

錦
小
路
本

敦
研
３
１
１

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

胆
沢
城

弘
安
本

正
名
要
録

奈
良
朝
の
胆
沢
城
漆
紙
文
書
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
の
用
例
以
来
、『
古

文
孝
経
』
で
は
、
猿
投
本
、
弘
安
本
、
錦
小
路
本
と
近
世
に
至
る
ま
で
こ

の
俗
字
を
用
い
て
い
る
。
敦
煌
文
書
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
隋
唐
写

本
の
俗
字
の
伝
写
を
重
ね
て
も
残
す
例
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

２―

７　

「
悪
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

　

こ
の
俗
字
は
小
篆
か
ら
隷
変
さ
れ
た
際
に
生
ま
れ
た
異
体
字
群
の
ひ
と

つ
で
、
そ
の
淵
源
は
古
い
が
、
多
用
さ
れ
た
の
は
隋
唐
時
代
で
、『
干
禄

字
書
』
な
ど
で
俗
字
体
と
さ
れ
、『
玉
篇
』
残
巻
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る

）
21
（

。

し
た
が
っ
て
「
悪
」
字
の
俗
字
の
残
存
は
隋
唐
時
代
の
俗
字
を
祖
本
の
日
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本
伝
来
以
来
、
永
く
伝
写
さ
れ
続
け
た
例
で
あ
る
と
言
え
る
。

２―
８　

「
備
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

汗
簡

古
文
四
声
韻

錦
小
路
本
、
三
千
院
本
の
よ
う
に
「
田
」
に
作
る
も
の
。
猿
投
本
の
よ

う
に
「
用
」
に
作
る
も
の
写
本
で
も
二
種
の
字
体
が
あ
る
。
分
章
篇
第
13

章
注
（
７
）
の
歴
代
の
使
用
例
の
検
討
か
ら
、
錦
小
路
本
、
三
千
院
本
の

系
統
は
、
隋
唐
代
の
俗
字
使
用
「
田
」
を
伝
写
し
た
も
の
と
推
断
し
た
。

再
度
こ
こ
で
「
田
」
系
に
作
る
字
体
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
く
。
黄
錫

全
氏
に
よ
れ
ば
、「
備
」
字
は
「
田
」
に
作
る
「
曽
侯
乙
墓
竹
簡
」
は
じ

め
数
種
の
用
例
を
掲
げ
て
い
る

）
22
（

。
し
か
し
後
漢
の
末
、
許
慎
の
『
説
文
解

字
』
こ
ろ
に
は
、「
備
」
の
古
文
と
し
て
図
版
に
掲
げ
た
よ
う
に
訛
譌
が

発
生
し
て
「
田
」
の
古
文
の
歴
史
は
途
絶
え
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
さ
に
宋

代
『
汗
簡
』
の
字
形
も
『
説
文
解
字
』
に
近
似
し
て
、
古
文
「
田
」
の
淵

源
の
途
絶
を
証
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
玉
篇
』
に
も
こ
の
字
を
俗
字

と
し
て
収
載
す
る
よ
う
に
、
隋
唐
時
代
の
碑
誌
類
、
写
巻
類
の
「
田
」
系

は
、
隋
唐
時
代
の
俗
字
用
法
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
問
題
は
、『
古
文

孝
経
』
が
そ
の
出
自
が
「
孔
壁
」
か
ら
出
現
し
た
と
い
う
「
古
文
」
の
テ

キ
ス
ト
の
系
統
で
、
劉
炫
の
再
編
集
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
劉
炫
の
時
代

か
ら
こ
の
「
田
」
系
を
「
古
文
」
の
証
拠
と
し
て
用
い
て
い
た
可
能
性
も

一
応
残
さ
れ
て
い
る
。

『
説
文
解
字
』
の
古
文
、
奇
字
を
隷
定
、
楷
定
し
て
『
古
文
孝
経
』
の

テ
キ
ス
ト
を
捏
造
し
た
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
現
在
の
「
田
」
字
の
も
の

で
は
な
く
、
図
版
で
掲
げ
た
『
説
文
解
字
』（
『
汗
簡
』
が
根
拠
と
し
た

資
料
）
か
ら
隷
定
、
楷
定
し
た
文
字
を
嵌
入
し
た
も
の
に
な
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
こ
の
訛
譌
文
字
を
嵌
入
し
て
い
れ
ば
、
黄
錫
全
氏
が
掲
げ
る
今
文
、

竹
簡
の
よ
う
な
新
出
資
料
に
よ
り
「
田
」
系
は
あ
っ
て
も
「
用
」
系
の
も

の
は
出
て
い
な
い
例
証
か
ら
、
た
し
か
に
『
古
文
孝
経
』
の
偽
作
が
後
漢

以
降
の
可
能
性
が
高
く
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
「
備
」
字
に

関
す
る
限
り
『
説
文
解
字
』
か
ら
の
古
文
の
嵌
入
は
起
き
て
い
な
い
。
僅

か
「
備
」
字
の
「
田
」「
用
」
の
違
い
で
は
あ
る
が
、
日
本
の
旧
鈔
本
の

祖
本
推
定
に
い
ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
る
内
容
を
持
つ
。

「
田
」
形
の
も
の
は
、
隋
・
景
略
墓
誌
（
５
９
１
）、
隋
・
劉
徳
墓
誌

（
６
１
２
）
に
見
ら
れ
、
ほ
ぼ
同
形
の
も
の
も
隋
代
に
集
中
し
て
出
現
し

唐
代
に
減
少
す
る
が
連
続
し
て
用
い
ら
れ
、
敦
煌
文
書
に
も
Ｓ
２
４
２
３

『
瑜
伽
法
鏡
經
』(

７
１
２
年
写)

な
ど
こ
の
字
体
が
頻
出
す
る
。

さ
ら
に
日
本
の
古
鈔
本
、
古
写
経
類
に
は
ほ
ぼ
猿
投
本
の
「
用
」
系
が

出
現
し
、「
田
」
に
作
る
も
の
は
、『
賢
劫
經
』
卷
二
（
６
１
０
年
）
の
隋
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写
経
が
日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、『
古
文
孝
経
』
以
外
で
は
日
本
人
の

筆
写
に
係
る
場
合
、
管
見
に
よ
る
限
り
「
用
」
に
作
る
。
こ
の
事
か
ら
類

推
す
る
に
、『
古
文
孝
経
』
に
「
田
」
に
作
る
も
の
は
、
隋
唐
伝
来
祖
本

を
伝
写
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

２―

９　

「
歓
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

錦
小
路
本
、
猿
投
本
の
も
の
は
、
分
章
編
第
9
章
注
（
13
）
で
も
述
べ

た
よ
う
に
、
隋
末
唐
初
（
５
８
２
〜
７
０
５
）
以
降
に
流
行
す
る
俗
字
体

で
あ
る
。
と
す
れ
ば
伝
来
祖
本
の
時
代
を
比
定
す
る
の
に
相
応
し
い
例
と

言
え
ま
い
か
。

２―

10　
「
道
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

分
章
篇
第
4
章
注
（
５
）
で
も
考
証
し
た
が
、
用
例
が
少
な
く
、
後
代

『
集
韻
』
に
「
噵
、
説
也
。
通
作
道
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
た
だ
、
趙
紅

氏
が
敦
煌
文
献
の
例
を
挙
げ
て
、
動
詞
で
「
言
う
。
道
う
」
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
用
例
と
「
導
」
字
の
借
音
字
の
用
例

）
23
（

を
証
し
て
い
る
こ
と
が
大

い
に
参
考
に
な
る
。
第
４
章
卿
大
夫
章
の
用
例
は
「
先
王
の
法
言
に
非
ざ

れ
ば
、
敢
え
て
道
は
ず
」
と
正
に
趙
紅
氏
の
い
う
動
詞
用
法
の
と
こ
ろ
に

用
い
ら
れ
て
お
り
、
日
本
の
旧
抄
本
が
根
拠
と
し
た
隋
唐
写
本
の
書
写
年

代
が
、
甘
博
０
３
７
『
究
竟
大
悲
経
』、
敦
研
３
５
８
『
仏
経
』
と
同
時

代
に
比
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
敦
煌
出
土
の
『
究
竟
大
悲
経
』
各

写
本
が
、
柴
田
泰

）
24
（

氏
に
よ
れ
ば
、
７
世
紀
〜
10
世
紀
（
９
８
９
年
を
下

限
）
で
あ
る
と
い
う
、
甘
粛
省
博
物
館
の
０
３
７
『
究
竟
大
悲
経
』
の
書

写
年
代
は
未
詳
だ
が
、『
古
文
孝
経
』
旧
鈔
本
の
祖
本
は
７
世
紀
〜
10
世

紀
（
９
８
９
年
）
の
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

２―

11　
「
楽
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

　

「
楽
＋
欠
」
に
作
る
も
の
は
碑
誌
類
に
も
諸
辞
書
に
も
こ
の
字
体
は
載

せ
な
い
。
日
本
旧
抄
本
に
独
自
な
字
体
で
あ
る
。
参
考
と
な
る
の
は
、
朱

葆
華
氏
に
よ
れ
ば
、『
玉
篇
』
が
隋
代
に
出
来
た
『
字
書
』
収
載
の
字
体

を
多
数
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
幾
つ
か
の
異
体
字
も
収
め
て
い

る
）
25
（

。
そ
れ
に
拠
る
と
、
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喜
＋
欠　

『
字
書
』
古
文
喜
字
也
。

申
＋
欠　

『
字
書
』
古
文
呻
字
也
。

念
＋
欠　

『
字
書
』
或
唸
字
也

等
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
『
玉
篇
』
欠
部
に
「
喜
」

字
に
「
欠
」
を
組
み
合
わ
せ
た
「
歖
」
の
異
体
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
類
推

す
る
と
、
顧
野
王
（
５
１
９
〜
５
８
１
）
の
時
代
は
、「
○
＋
欠
」
の
構

成
法
は
、
心
情
表
現
や
口
偏
の
漢
字
と
合
し
、
良
く
出
現
し
た
も
の
か
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
楽
＋
欠
」
の
日
本
旧
抄
本
『
古
文
孝
経
』
へ
の
出

現
は
、
中
古
期
（
魏
晋
〜
隋
唐
）
の
用
法
が
保
存
さ
れ
た
か
、
後
世
に
な
っ

て
、『
玉
篇
』
を
用
い
て
、
日
本
で
合
成
さ
れ
た
偽
字
の
類
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

論
者
は
、
こ
の
「
楽
」
字
の
異
体
字
二
種
は
、
日
本
の
旧
抄
本
『
古
文

孝
経
』
の
隋
唐
の
字
体
を
伝
写
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
隋
代
の
字
体
の
姿
を

よ
く
後
世
に
留
め
た
、
日
本
旧
鈔
本
の
伝
承
性
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
例

と
考
え
て
い
る
。

第
二
章　

小
結

　

本
章
に
掲
げ
た
俗
字
使
用
の
例
は
、
い
ず
れ
も
隋
唐
写
本
『
古
文
孝

経
』
祖
本
の
日
本
伝
来
の
際
の
原
姿
を
留
め
て
い
る
例
で
あ
り
、
そ
の
使

用
法
を
年
代
を
推
定
す
る
と
、
西
暦
５
０
０
年
代
〜
９
０
０
年
ご
ろ
に
頻

出
す
る
使
用
で
あ
る
。
胆
沢
遺
跡
出
土
の
漆
紙
文
書
が
７
６
０
〜
８
６
０

年
ご
ろ
の
書
写
と
さ
れ
る
か
ら
、
伝
来
写
本
の
祖
本
は
お
よ
そ
５
０
０
年

〜
７
６
０
年
ご
ろ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
日
本
旧

抄
本
の
祖
本
は
猿
投
本
、
三
千
院
本
、
弘
安
本
の
そ
れ
ぞ
れ
不
一
致
の
例

や
三
千
本
の
古
字
や
異
体
字
の
左
右
の
傍
注
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
え
併

せ
れ
ば
、
決
し
て
唯
一
無
二
の
テ
キ
ス
ト
の
分
化
に
よ
る
異
体
字
発
生
で

は
な
く
、
時
代
的
に
も
数
次
に
わ
た
る
多
数
の
隋
唐
写
本
が
齎
さ
れ
た
結

果
の
多
様
性
と
推
定
す
る
ほ
う
が
自
然
で
あ
る
。

第
三
章　

伝
錦
小
路
本
に
見
ら
れ
る
字
形
の
特
徴

　

本
章
で
は
錦
小
路
本
の
俗
字
の
構
成
法
に
つ
い
て
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す

る
。３―

１　

横
画
の
線
を
切
る

　

中
国
で
は
北
魏
〜
隋
唐
の
石
碑
や
写
本
を
問
わ
ず
、
横
画
を
切
る
現
象

が
見
ら
れ
る
。
そ
の
影
響
で
錦
小
路
本
に
も
同
じ
現
象
が
現
れ
て
い
る
。

３―

１―

（
ａ
）　

「
安
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

　

猿
投
本
は
じ
め
と
す
る
早
期
抄
本
が
普
通
の
字
形
で
あ
る
の
に
対
し
、
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錦
小
路
本
は
横
画
を
切
っ
た
字
形
を
用
い
て
い
る
。『
干
禄
字
書
』
で
は

錦
小
路
本
の
字
形
を
通
行
字
と
し
て
い
る
。
張
湧
泉
氏
は
「
草
書
を
楷
定

し
た
も
の

（
２
６
）」

で
あ
り
、
敦
煌
文
献
で
は
常
見
の
字
形
で
あ
る
。
日
本
で
も
、

よ
く
写
経
類
に
見
る
俗
写
字
で
あ
る
。
日
本
に
伝
わ
る
『
玉
篇
』
に
も
こ

の
字
形
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る　

た
だ
、
隷
書
に

基
づ
き
、
こ
の
書
写
法
が
良
く
使
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
。「
悖
」
字
に
つ

い
て
、

３―

１―

（
ｂ
）　

「
悖
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

唐
・
石
台
孝
経

北
魏
・
元
略
墓
誌

石
台
孝
経
と
、
唐
代
以
降
文
字
の
依
拠
す
べ
き
テ
キ
ス
ト
、
字
体
を
隷

書
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
示
し
た
猿
投
本
は
じ
め
す
べ
て
が
こ

の
字
形
と
な
っ
て
い
る
理
由
も
石
台
孝
経
の
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

　

こ
う
し
た
横
画
を
切
り
点
画
化
す
る
例
を
錦
小
路
本
か
ら
挙
げ
れ
ば
、

３―

１―

（
ｃ
）　

「
昔
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

と
、
他
の
抄
本
と
か
な
り
違
い
が
見
ら
れ
る
。
猿
投
本
や
三
千
院
本
左

傍
注
記
の
も
の
は
、
唐
石
経
、
石
台
孝
経
に
隷
書
が
両
方
の
書
体
を
用
い

て
お
り
、
い
ず
れ
も
正
体
と
し
て
通
用
し
て
い
た
。

こ
の
錦
小
路
本
の
字
形
も
歴
代
碑
誌
類
に
用
例
を
求
め
れ
ば
、
隋
・
隋

光
州
司
戸
參
軍
張
墓
誌
な
ど
に
見
ら
れ
、
隋
唐
の
俗
字
体
で
あ
る
。
奇
字

体
を
好
ん
で
残
す
錦
小
路
本
の
特
徴
と
言
え
る
。

３―

２　

点
画
の
省
略

錦
小
路
本
で
は
、
横
画
を
切
り
点
画
に
す
る
も
の
に
類
す
る
も
の
に
、

省
画
で
点
画
化
す
る
例
も
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
「
危
」
字
の
例

も
見
て
み
よ
う
。
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３―

２―

（
ａ
）　

「
危
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

Ｓ
２
０
７
３

Ｓ
６
８
２
５
ｖ

錦
小
路
本
は
三
千
院
本
と
同
形
、
三
千
院
本
も
近
く
、
敦
煌
出
土
Ｓ

２
０
７
３
『
盧
山
遠
公
話
』
に
見
ら
れ
る
。
猿
投
本
の
字
形
は
敦
煌
出
土

Ｓ
６
８
２
５
Ｖ
『
老
子
相
爾
注
』
に
見
ら
れ
る
字
形
で
あ
る
。

　

ま
た
こ
れ
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、

３―

２―

（
ｂ
）　

「
雖
」

錦
小
路
本

の
よ
う
に
、「
ロ
」
を
「
ソ
」
に
省
画
化
し
て
い
る
。
ま
た
、「
敬
」
字

に
つ
い
て
も
、

図
版
３―

２―

（
Ｃ
）「
敬
」

錦
小
路
本

の
よ
う
に
省
画
化
し
、
歴
代
の
碑
誌
類
、
写
本
類
に
無
い
、
草
体
を
再

度
楷
定
化
し
た
誤
字
と
も
言
う
べ
き
字
形
と
な
っ
て
い
る
。

３―

３　

行
・
草
書
を
楷
定
し
た
省
画
例

　

錦
小
路
本
で
は
、「
言
」
と
「
糸
」
の
行
草
書
体
を
再
楷
定
し
た
字
形

を
意
図
的
に
用
い
て
い
る
。
例
え
ば
、

３―

３―

（
ａ
）

錦
小
路
本

「
諸
」

「
諸
」

胆
沢
城

「
詩
」

「
謹
」

「
誼
」

と
「
言
」
を
規
則
的
に
省
画
化
し
て
い
る
。
敦
煌
出
土
の
唐
代
書
巻
に
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は
常
見
の
省
略
法
で
あ
る
が
、『
古
文
孝
経
』
の
抄
本
で
は
楷
書
を
多
く

用
い
、
時
に
個
々
の
文
字
が
行
書
体
に
近
い
楷
書
体
の
も
の
が
多
く
、
例

え
ば
弘
安
本
や
甘
露
寺
親
長
本
も
そ
の
形
態
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
「
言
」

を
サ
ン
ズ
イ
の
様
に
は
略
さ
な
い
で
い
る
。
錦
小
路
本
の
よ
う
に
厳
格
な

方
長
体
の
楷
書
で
書
写
し
て
い
る
の
に
関
わ
ら
ず
こ
の
よ
う
な
奇
字
形
を

採
用
し
て
い
る
点
、
錦
小
路
本
の
奇
字
形
を
好
む
性
格
を
持
つ
も
の
と
指

摘
で
き
る
。
た
だ
胆
沢
城
跡
出
土
漆
書
文
書
の
『
古
文
孝
経
孔
氏
伝
』
中

の
「
誼
」
字
も
こ
の
字
形
に
見
え
る
が
剥
落
の
た
め
か
原
姿
か
定
め
難
い
。

ま
た
「
糸
」
に
つ
い
て
も
規
則
的
に
省
画
し
た
形
を
採
用
し
、
例
え
ば
、

３―

３―

（
ｂ
）「
経
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

多
賀
城

な
ど
と
相
当
省
略
し
た
字
体
を
用
い
て
い
る
。
三
千
院
本
の
糸
辺
は
日

本
で
永
く
使
わ
れ
て
き
た
写
経
用
略
字
で
あ
り
、
そ
の
糸
辺
の
省
画
を
更

に
省
略
し
た
も
の
。
ち
な
み
に
猿
投
本
の
形
は
一
見
奇
抜
に
見
え
る
が
、

分
章
篇
第
８
章
注
（
４
）
で
考
証
し
た
よ
う
に
漢
碑
の
隷
書
体
に
淵
源
を

持
つ
も
の
で
、
朱
鳥
元
年
（
６
８
６
）
の
年
次
を
持
つ
『
金
剛
場
陀
羅
尼

経
』（
『
書
道
全
集
』
９
、
日
本
１
、
17
頁
、
平
凡
社
）
に
も
見
ら
れ
、
こ

れ
は
こ
れ
で
書
写
の
際
の
字
形
の
伝
承
性
の
強
さ
を
窺
わ
せ
る
一
例
で
あ

る
。
と
も
あ
れ
、
錦
小
路
本
の
糸
辺
の
省
略
形
は
特
徴
的
で
あ
る
。

第
四
章　

他
の
写
本
類
に
見
な
い
字
形

　

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
錦
小
路
本
が
奇
字
形
を
好
む
傾
向
が
あ

る
。
そ
の
た
め
増
画
や
省
画
の
結
果
、
他
の
三
種
早
期
抄
本
と
著
し
く

違
っ
た
字
形
を
使
用
し
、
も
は
や
俗
字
体
、
異
体
字
と
い
う
よ
り
誤
字
の

類
に
属
す
る
も
の
も
生
じ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
特
に
増
画
・
省
画
に

由
っ
て
元
の
字
形
か
ら
大
き
く
変
化
し
た
も
の
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
は

増
画
の
例
を
見
て
み
る
と
、

４―

（
ａ
）　

「
寐
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

「
ウ
」
冠
を
「
穴
」
に
す
る
の
は
敦
煌
文
献
に
も
見
ら
れ
る
俗
字
用
法

だ
が
、
錦
小
路
本
は
「
未
」
を
「
束
」
に
増
画
し
た
た
め
他
の
旧
抄
本
に

は
見
ら
れ
な
い
一
種
の
誤
字
に
な
っ
て
い
る
。
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４―

（
ｂ
）　

「
臣
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

分
章
篇
第
９
章
注
（
14
）
で
考
証
し
た
よ
う
に
、
猿
投
本
な
ど
日
本
で

通
行
し
て
い
た
行
書
体
を
再
楷
定
し
、
さ
ら
に
縦
画
の
あ
る
通
行
の
「
臣
」

字
を
合
体
し
た
も
の
か
。
そ
の
結
果
、
歴
代
の
碑
誌
類
、
写
巻
等
に
見
え

な
い
字
形
と
な
っ
て
い
る
。

４―

（
ｃ
）「
祭
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

猿
投
本
は
じ
め
諸
本
も
省
画
の
字
形
で
隋
・
唐
時
期
の
碑
誌
、
敦
煌
文
献

に
頻
出
の
字
形
で
あ
る
が
、
錦
小
路
本
は
さ
ら
に
画
数
を
省
略
し
た
も
の
。

錦
小
路
本
の
字
形
も
唐
・
杜
孚
墓
誌
に
見
え
る
が
、
錦
小
路
本
の
祖
本
か
ら

の
伝
写
さ
れ
た
も
の
か
疑
わ
し
い
。
こ
の
ほ
か
、

４―

（
ｄ
）　

「
簠
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

唐
・
張
元
墓
誌

古
文
四
声
韻

は
、
そ
れ
ぞ
れ
画
数
を
省
略
し
て
他
の
抄
本
類
と
別
の
字
形
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、「
簋
」
は
北
斉
・
崔
徳
墓
誌
や
唐
・
張
元
墓
誌
に
用
例
が

に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
錦
小
路
本
の
隋
唐
の
祖
本
以
来
の
伝
写
の
可
能

性
が
残
る
。
一
方
、「
簋
」
に
は
、『
古
文
四
声
韻
』
に
録
す
る
よ
う
な
別

の
系
統
の
字
も
あ
っ
た
が
、
日
本
旧
抄
本
の
も
の
は
、
こ
の
字
形
の
使
用

は
な
い
。
従
来
の
よ
う
に
説
文
か
ら
古
文
を
嵌
入
し
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
字
も
「
古
文
」
を
用
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
使
用
が
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
は
、
か
え
っ
て
日
本
旧
抄
本
が
隋
唐
祖
本
以
来
の
字
形
を
残
し
て
い

る
証
左
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
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４―

（
ｅ
）　

「
享
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

口
の
内
部
を
「
日
」
と
し
た
り
「
目
」
に
増
画
す
る
の
は
各
種
抄
本
に

見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
の
錦
小
路
本
の
よ
う
に
「
子
」
を
省
略
し
て
「
寸
」

に
作
る
の
は
歴
代
碑
誌
類
に
も
見
当
た
ら
な
い
。

４―

（
ｆ
）　

「
履
」

錦
小
路
本

猿
投
本

三
千
院
本

弘
安
本

錦
小
路
本
は
猿
投
本
に
近
い
形
だ
が
、
更
に
省
画
化
し
た
も
の
。
猿
投

本
の
も
の
は
敦
煌
出
土
の
も
の
に
同
形
が
見
ら
れ
る
が
、
錦
小
路
本
は
諸

本
の
行
草
の
崩
し
を
再
楷
定
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

第
四
章　

小
結

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
錦
小
路
本
は
、
他
の
旧
鈔
本
に
比
べ
て
異
体

字
、
俗
字
を
謹
厳
な
楷
書
体
に
書
写
し
て
い
る
。
こ
れ
は
基
づ
い
た
祖
本

の
隷
古
定
字
や
異
体
字
や
俗
字
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

一
方
、
本
章
で
も
見
た
よ
う
に
、
錦
小
路
本
の
祖
本
か
ら
伝
写
の
過
程
で

行
わ
れ
た
再
楷
定
が
原
因
で
、
現
在
の
錦
小
路
本
に
し
か
見
え
な
い
「
奇

字
」「
誤
字
」
の
類
を
生
み
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。

注

（
１
） 

石
川
泰
成
「
伝
錦
小
路
本
『
古
文
孝
経
』
隷
定
古
文
竝
異
体
字
疏
証　

（
１
）―

―

字
形
か
ら
み
た
鈔
写
の
伝
承
性
の
検
討―

―

」（
『
九
州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部

紀
要
』
第
52
号
、pp. 29- 1251, 2012. 9

）、「
伝
錦
小
路
本
『
古
文
孝
経
』
隷
定
古
文

竝
異
体
字
疏
証　

（
２
）―

―

字
形
か
ら
み
た
鈔
写
の
伝
承
性
の
検
討―

―

」（
『
九

州
産
業
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要
』
第
1253
号
、pp.

27- 239, 2012.
12

）

（
２
） 

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』（p.

80, 

台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、2005

）

（
３
） 

「
古
文
尚
書
伝
（
九
）
」
題
解
」（
『
敦
煌
文
献
合
集
』
第
一
冊
、p.

286, 

中
華
書
局
、

2008

年
）

（
４
） 

徐
在
国
『
隷
定
古
文
疏
証
』（p.

255, 

北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
安
徽
大
学
出
版
社
、

2011

年
）

（
５
） 

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』（p.

395, 

台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、2005

）

（
６
） 

徐
在
国
『
隷
定
古
文
疏
証
』（p.

267, 

北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
安
徽
大
学
出
版
社
、

2011

年
）

（
７
） 
黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』（p.

508, 

台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、2005

）

（
８
） 

同
右
、p.

148
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（
９
） 

同
右
、p.

376
（
10
） 
徐
在
国
『
隷
定
古
文
疏
証
』（p.

227, 

北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
安
徽
大
学
出
版
社
、

2011
年
）

（
11
） 

こ
の
「
宅
」
と
「
度
」
の
通
借
に
つ
い
て
は
、
蔡
忠
霖
『
敦
煌
漢
文
写
巻
俗
字
及

其
現
象
』（p.

72 

文
津
出
版
社
有
限
公
司
、2002

年
）
及
び
徐
在
国
『
隷
定
古
文

疏
証
』（p.

69, 
北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
安
徽
大
学
出
版
社
、2011

年
）
に
考
証

が
あ
り
詳
し
い
。

（
12
） 

こ
の
隷
古
定
字
に
つ
い
て
は
、
蔡
忠
霖
『
敦
煌
漢
文
写
巻
俗
字
及
其
現
象
』
）p.

72

（
文
津
出
版
社
有
限
公
司
、2002

年
）
及
び
徐
在
国
『
隷
定
古
文
疏
証
』（p.

201, 

北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
安
徽
大
学
出
版
社
、2011

年
）
の
考
証
を
参
考
に
し
た
。

ま
た
『
大
広
益
玉
篇
』（p.

130, 

中
華
書
局
）
に
「
古
字
也
」
と
あ
る
。

（
13
） 

徐
在
国
『
隷
定
古
文
疏
証
』（p.

144, 

北
京
師
範
大
学
出
版
集
団
安
徽
大
学
出
版
社
、

2011

年
）

（
14
） 

石
川
泰
成
「
再
考
証
旧
抄
本
《
古
文
孝
経
》
中
的
〝
古
文
〞
性―
通
過
分
析
日
本

東
北
地
区
出
土
的
漆
紙
文
書
《
古
文
孝
経
》
」（
『
漢
字
研
究
』
第
7
輯
、pp.

183

〜1198, 

慶
星
大
学
校
漢
字
文
化
研
究
所
、
大
韓
民
国
、2012.

12

）

（
15
） 

黄
錫
全　

注
（
２
）
前
掲
書p. 474

（
16
） 

蔡
忠
霖
『
敦
煌
漢
文
写
巻
俗
字
及
其
現
象
（p. 403, 

文
津
出
版
社
、2002

年
）

（
17
） 

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』（p.

255, 

台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、2005

）

（
18
） 

張
湧
泉
『
漢
語
俗
字
研
究
』（p.

86, 

商
務
印
書
舘
、2011

）

（
19
） 

徐
復
『
敦
煌
俗
字
典
』（
前
言
、p. 9, 

上
海
教
育
出
版
社
、2005

）、
ま
た
趙
紅
『
敦

煌
写
本
漢
字
論
考
』（p. 59, 

上
海
古
籍
出
版
社
、2012

）

（
20
） 

徐
在
国
（
「
上
博
五
〝
（
稷
）
〞
字
補
説
」（
『
清
華
簡
研
究
』
第
一
輯
、

pp.
360- 1353, 

清
華
大
学
蔵
戦
国
竹
簡
（
壹
）
国
際
学
術
研
討
論
文
集
、
中
西
書
局
、

2012

年
）

（
21
） 

こ
こ
朱
葆
華
『
原
本
玉
篇
文
字
研
究
』（p. 165, 

斉
魯
書
社
、2004

）
の
表
に
拠
っ
た
。

（
22
） 

黄
錫
全
『
汗
簡
注
釈
』（p.

263, 

台
湾
古
籍
出
版
有
限
公
司
、2005

年
）

（
23
） 

趙
紅
『
敦
煌
写
本
漢
字
論
考
』（p.

125, 

上
海
古
籍
出
版
社
、2012

年
）

（
24
） 

柴
田
泰
「
『
究
竟
大
悲
経
』
と
『
臥
輪
禅
師
偈
』―

―

疑
経
と
讃
偈
（
二
）
」（
『
札

幌
大
谷
短
期
大
学
紀
要
』14/ 15, pp. 173- 190, 1981

年
）

（
25
） 

朱
葆
華
『
原
本
玉
篇
文
字
研
究
』（p.

113, 

斉
魯
書
社
、2004

年
）

（
26
） 

張
湧
水
『
敦
煌
文
献
論
叢
』（p.

362, 

上
海
古
籍
出
版
社
、2011

年
）
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伝錦小路本『古文孝経』隷定古文竝異体字疏証（３）

第１章 錦小路本 猿投本 三千院本 弘安本
「坐」 ○ ○ ○
「参」 × × ×
「徳」 △ △ △
「以」 ○ ○ ○
「訓」 ○ ○ ○
「民」 △ △ △
「咊」 ○ ○ ○
「睦」 ○ △ ×
「上下」 ○ ○ ○
「亡」 ○ △ ○
「怨」 ○ ○ ○
「席」 ○ × ○
「参」 × × ×
「之」 ○ ○ ○
「繇」 △ △ △
「膚」 △ △ ×
「敢」 ○ ○ ○
「毀」 × × △
「始」 ○ ○ ○
「揚」 ○ ○ ○
「終」 △ ○ △
「爾」 △ × ○
「其」 × × ×

第２章 「悪」 ○ ○ ○
「慢」 ○ ○ ○
「後」 ○ △ ×
「海」 ○ ○ ○
「兆」 × × △
「民」 ○ ○ ○

第３章 「上」 上 ○ 上
「驕」 ○ ○ ○
「危」 × △ ○
「制」 △ △ △
「節」 △ × △
「謹」 △ △ △－
「度」 ○ △ ○
「長」 × × ×
「其」 × ○ ○
「稷」 ○ △ △
「咊」 ○ ○ ○
「諸」 △ △ △
「侯」 △ ○ △
「渕」 ○ × ○
「履」 △ × ×

第４章 「法」 ○ ○ ○
「道」 ○ ○ ○
「亡」 △ × ○
「廟」 △ △ △
「夙」 ○ △ ○
「懈」　 △ △ △

第５章 「兼」 ○ ○ ×
「弟」 △ × △
「失」 △ △ ○
「興」 × × ×
「寐」 △ △ △
「尒」 × ○ ○

第６章 「之」 × ○ ○
「時」 ○ ○ ○
「地」 × ○ ×
「養」 ○ × ○
「庶」 △ △－ △

第７章 「故」 × × ×
「亡」 △ △ ○
「有」 × × ×

第８章 「才」 ○ ○ ○
「経」 × × ×
「也」 ○ × ○

「民」 ○ ○ ○
「因」 ○ × ×
「肅」 △ △－ △
「民」 × × ×
「示」 △ ○ △
「瞎」 △ △－ △

第９章 「昔」 △ △ △
「国」 × ○ ×
「寡」 ○ △ △
「鰥」 △ △－ △－
「歓」 ○ △－ △
「臣」 × × ×
「安」 × × ×
「祭」 △ △ △
「平」 ○ △ ○
「害」 ○ ○ ○
「乱」 ○ ○ ○
「有」 ○ ○ ×
「梏」 ○ ○ △

第10章 「配」 ○ × ○
「又」 △ ○ △

第11章 「厚」 △ △ ○
第12章 「悖」 ○ ○ ○

「亡」 ○ △ ○
「宅」 ○ △ ○
「従」 × ○ ○
「楽」 ○ ○ ○
「尊」 △ × △
「法」 ○ △ ○
「 」 × △ △

第13章 「喪」 ○ ○ ×
「哀」 △ ○ △
「五」 △ ○ ○
「備」 △ ○ △
「居」 ？ ○ ○

第14章 「属」 △ ○ △
「罪」 ○ △ △

第15章 「于」 △ ○ ○
「敬」 × × ×
「萬」 ○ ○ ×

第16章 「孰」 × △ ○
「民」 △－ × ×

第17章 「明」 △ ○ △
「察」 ○ ○ △
「章」 ○ △ ○
「廟」 △－ △－ ×
「謹」 ○ ○ ○
「恐」 × △ ×

第18章 「兄」 ○ △ △
第19章 「兄」 × ○ ○

「禮」 × ○ ○
第20章 「襲」 ？ ○ △

「聞」 ？ ○（傍記） ○
「与」 ？ ○ ○
「陥」 △ △ ○
「義」 ○ ○ ○

第21章 「退」 × △ ×
「救」 ○ △ ○

第22章 「喪」 △ △ △
「哭」 △ △ △－
「依」 × ○ △
「楽」 △ ○ △
「旨」 △ ○ ○
「甘」 ○ △ ○
「簠」 △ △－ △
「簋」 △ △－ △
「擗」 △ ○ ○
「兆」 × △ ○

別表①　隷古定字及び異体字の一致表
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別
表
①
の
見
方

○
：
全
く
同
じ
字
形

△
：
点
画
の
増
画
、
省
体
な
ど
近
似
性
が
高
い
も
の
。
但
し
、
他
の
抄
本

と
比
較
し
て
、
△
に
マ
イ
ナ
ス
（
－
）
を
付
し
て
親
疎
を
表
す
こ
と

も
あ
る
。

×
：
字
形
の
異
な
る
も
の

？
：
入
手
し
た
マ
イ
ク
ロ
資
料
に
原
欠
が
あ
り
、
対
照
不
能
だ
っ
た
も
の
。

（
傍
記
）：
テ
キ
ス
ト
の
左
右
に
傍
記
さ
れ
た
字
形
を
比
較
対
照
に
用
い
た

こ
と
を
示
す
。

附
記
：
本
論
考
は
、
日
本
学
術
振
興
会
、
科
学
研
究
費
（
学
術
研
究
助
成

基
金
（
萌
芽
的
挑
戦
研
究
）
）、
研
究
課
題
名
「
漆
紙
文
書
を
利
用
し
た

漢
代
か
ら
唐
初
期
に
お
け
る
『
論
語
』
の
変
容
に
関
す
る
文
献
学
的
研

究
」
」（
課
題
番
号
２
３
６
５
２
０
０
７　

研
究
代
表
者　

藪
敏
裕
）
に

よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


